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竹
島
問
題
に
係
る
政
府
の
見
解
と
相
反
す
る
言
説
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
五
七
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
十
月
一
日
、
新
幹
社
よ
り
「
竹
島＝

独
島
問
題
入
門

日
本
外
務
省
『
竹
島
』
批
判
」
と
い
う
題
の
内
藤
正
中
島
根

大
学
名
誉
教
授
の
著
書
（
以
下
、
「
内
藤
著
書
」
と
い
う
。
）
が
発
行
さ
れ
た
。
「
内
藤
著
書
」
は
、
竹
島
問
題
の
政
府
広

報
冊
子
「
竹
島
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
十
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
内
容
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
同
問
題
に
対
す
る
政
府
の
見
解

と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
対
応
を
問
う
て
も
、
「
政
府
答
弁
書
」
を
含
む
こ
れ

ま
で
の
答
弁
書
で
外
務
省
は
「
御
指
摘
の
よ
う
な
主
張
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
月
二
十
四
日
内
閣
衆

質
一
七
〇
第
一
一
七
号
）
六
及
び
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
外
務
省
と
し
て
、
竹
島
の
領
有
権
の
問
題
に
関
す

る
我
が
国
の
立
場
を
主
張
し
、
問
題
の
平
和
的
解
決
を
図
る
と
の
観
点
か
ら
、
注
視
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要
に

応
じ
て
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
、
竹
島
の
領
有

権
の
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
主
張
し
、
問
題
の
平
和
的
解
決
を
図
る
上
で
、
今
後
の
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
差
し
控
え
た
い
。
」
と
、
一
貫
し
て
明
確
な
答
弁
を
避
け
て
い
る
。
し
か
し
外
務

省
は
、
昨
年
六
月
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
六
六
号
）
で
「
御
指
摘
の
冊
子
は
、

一



平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
に
発
行
さ
れ
た
同
名
の
冊
子
が
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
冊
子
が
発
行
さ

れ
た
後
の
同
年
七
月
二
十
五
日
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
領
事
か
ら
サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府
国
際
・
対
外
経
済
・

地
域
間
関
係
委
員
会
副
議
長
兼
日
本
関
係
局
長
に
対
し
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
た
。
」

と
、
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
州
が
発
行
し
た
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）
」
と
題
す
る
、
北
方
領
土
問
題
に

係
る
我
が
国
の
見
解
と
真
っ
向
か
ら
反
す
る
内
容
の
冊
子
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
た
と
答

弁
し
て
い
る
。
「
内
藤
著
書
」
と
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）
」
、
そ
れ
ぞ
れ
竹
島
と
北
方
領
土
と
い
う

対
象
の
違
い
、
ま
た
、
著
書
、
発
行
側
の
国
内
外
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
は
同
じ
で
あ
り
、
右
二
つ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
が
異
な
る
の
は
、
論
理
整
合
性
が
な
く
、
矛
盾

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

二

「
内
藤
著
書
」
と
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）
」
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
対
応
ぶ
り
は
、
ど

の
様
な
検
討
を
経
て
決
定
が
な
さ
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

ど
ち
ら
も
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
係
る
政
府
の
見
解
と
相
反
す
る
「
内
藤
著
書
」
と
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸

島
（
千
島
列
島
）
」
に
対
し
て
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
姿
勢
が
一
貫
せ
ず
、
対
応
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
は
、
韓
国
、
ロ

二



シ
ア
と
交
渉
す
る
上
で
か
え
っ
て
不
利
に
働
く
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


